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食育パートナーシップ事業 ～若い世代の食生活実態と食の実践力育成～ 
 

健康福祉事務所名 加東健康福祉事務所  
 
１ 食育推進状況  ２ 食育関係者 

食育推進 

課題 

若い世代(10代後半~30代)への効果的な啓発が実

施できておらず、実態把握も不十分である。 

個々の施設等では活発に食育が実践されている

が、地域や分野をまたいだ情報の共有･連携は不十

分。 

 三木市いずみ会 

三木栄養士会 

三木市保育協会 

兵庫県歯科衛生士会三木支部 

ようしょう会 

三木市教委就学前教育保育課 

同      学校教育課 

同      教育環境整備課 

同 農業振興課 

同 健康増進課 

関西国際大学 

県立高校(4校) 

推進方策 

住民の実態や課題を踏まえた啓発活動（明確なテー

マ設定、実施方法等）を促進する。 

上記について、圏域関係者に情報を還元し、間断な

い食育の展開をめざす。 

 

進捗状況 

若い世代に対し関係機関と連携した啓発を行った。

来場者数は昨年度より増え、満足度も高く､好評を

得ることができた。昨年度実施した食育アンケートか

ら各年代に特徴的な課題を明らかにし、関係者に情

報を還元した。 

 

 

３ 食育パートナーシップ実践活動の概要 

実施テーマ 若い世代の食生活実態と食の実践力育成 

対象及び 

参加者数 

①一般市民  300人 
②一般市民  300人 
③食育関係機関・団体 58機関 77名 

課題 

及び目標 

圏域全世代に共通の課題は、食育の認知度が低く、野菜を食べているつもりの人が多い
ことである。アンケート結果によると、若い世代の特徴は上記に加えて、やせが多い、朝食の
摂取率は高いが副菜を摂取していないことであった。 
このような実態や課題を踏まえた啓発活動（明確なテーマ設定、実施方法）を関係機関と

共に実施・展開する。 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

10月25日 
10：00-15：00 
関西国際大学 
三木キャンパス 

食育イベント 
 かんたん食事診断 
 10代の健康食生活の展示 
 三木の郷土料理試食   他 

三木市いずみ会 
三木栄養士会 
加東健康福祉事務所 

1月9日 
10：00-14：00 
三木市立吉川健
康福祉センター 

食育イベント 
 かんたん食事診断、手作りおやつ試食 
 野菜クイズとパネル展示、歯磨き紙芝居 
市内園校の活動紹介パネル展示 他 

保育協会､いずみ会､歯科
衛生士会､市関係課 (保
育､教育､学校給食､農業､
健康)､加東健康福祉事務
所 

2月29日 
14：00-16：00 
小野市うるおい交
流館エクラ 

食育研修会 
 事例発表「つながろう つなげよう 食育の環」 
  (保育･教育･地域団体･行政より発表) 
 ディスカッション 

兵庫教育大学行動開発
系教育コース 
教授 岸田恵津氏 

評価結果 

1 体格を的確に把握する人の増加 
   男性72％ 女性65％  (参考；H20県調査圏域値)男性68% 女性76% 
2 適正体重を心がける人の増加   

男性77％ 女性78%   (参考；H20県調査圏域値)男性46％ 女性61％ 
3 食育活動の質の向上及び関係機関との連携強化 
   研修会が有意義と回答した者 100% 
   研修内容を実践に活用しようと思う者 98％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左） 
三木の 10 代はやせ
の割合が多い 
(男女とも) 
 
(右） 
朝食を毎日食べて
いる子の割合が多
い(男女とも) 
しかし副菜(野菜料
理)を食べていない
子が 65％おり、内
容には課題がある。 

鍛冶屋鍋 

三木の郷土料理 

鍛冶屋鍋の認知度は 

小中学生♂20％ ♀24％ 

高校生以上♂32％♀19％ 

成人  ♂29％ ♀36％ 

バイキングゲームは性別年代を問わず人気 栄養士による個別アドバイスは長蛇の列 

試 食 

パ ネ ル 展 示 

かんたん食事診断 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木市内全保育所、幼稚園、小学校が日頃の食育活動の様子をパネル展示。 

各園校とも、イベントでの発表を日々の活動に組み込んでおり、年々内容も充実している。 

野菜を食べる回数 

(幼児 1日あたり) 

3 回   28％ 

2 回   38％ 

1 回   24％ 

食べない 10％ 

【参加者の声】 

・地域や分野は違うが､発表・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝで

きる研修はとても意義がある。(2 件) 

・生産者の考え、小学校や保育園の取り組

みを聞けて良かった。 

・事例が参考になった。今後役立てて行け

ればと思う｡(2 件) 

実践展示コーナー 

体験学習コーナー 


